
  

  

 

 

 

 年の瀬も押し迫ってまいりましたが、皆様お変わり

なくお過ごしでしょうか。 

 弊部では 23 日に練習納めを迎え、冬季オフに入り

ました。身を引き締めて年明けの練習に臨むことがで

きるよう、このオフでは心身ともに十分な休息を取り、

有意義に過ごして参ります。 

 来年も引き続き東大野球部をどうぞよろしくお願

い致します。 

 

 

 

 今回の特集では、先日から始まりました冬季オフを

どのように過ごす予定なのか、以下の 3 名に聞きまし

た。 

 

佐藤 克哉（3年・内野手・桐蔭学園） 

 こんにちは。毎朝布団から出るのに一苦労してお

ります佐藤です。 

 私は毎年新年になると寝るのが遅くなり、昼前に

起きては箱根駅伝、大学ラグビー、高校ラグビーな

どをテレビで観戦することに明け暮れ、絵に描いた

ような不健康生活を送ってしまうわけですが、今年

はそれらに最近マイブームの麻雀が加わることにな

りそうなので、不健康生活に拍車がかかることにな

ると思われます。 

 ですが、さすがに怠けてばかりいるわけにはいか

ないので、バイトなどをし、適度に運動をし、健康

的な生活を心がけていきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

  

 

馬場 俊樹（2年・外野手・岡山朝日） 

 冬季オフは帰省して、美味しいものをたくさん食

べようと思っています。普段は 1人暮らしで食べる

ものもワンパターンになりつつあり、飽きが来はじ

めているので、帰ったら色々なものを食べたいと思

います。年末年始ということもあり、普段食べられ

ない食べ物がたくさん食べられそうです。からだづ

くりの意味も含めてオフはたくさん食べて、体重を

しっかり増やして来シーズンを迎えたいです。 
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柳田 海（1年・マネージャー・湘南） 

 僕は昨年、一昨年と受験生であったため、心の軽い

状態で新年を迎えるのは 3年ぶりとなります。普段満

足に眠れることはほとんどないので、オフ期間は目覚

ましに邪魔されることのない睡眠を心ゆくまで楽し

もうと思います。また、正月明けには成人式が控えて

おり、地元の友人との旧交を温めるのを心待ちにして

おります。この期間で存分に羽を伸ばし、心も体もリ

フレッシュした状態で新年のスタートを切りたいと

思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本号で 2016 年のメールマガジンの最終配信を迎えま

した。というわけで、今年の思い出深い試合や行事を

振り返ってみたいと思います。 

 

1 月～JAN～ 

毎年恒例の根津神社への参拝から 2016 年度の東大野

球部の活動がスタート。厳しい寒さの中、東大球場で

練習をこなす日々を過ごしました。 

[新年練習始めのランニングの様子] 

 

2 月～FEB～ 3 月～MAR～ 

東京はまだまだ寒いこの時期、2 年目となる沖縄での

バッテリー合宿と、それに続く福岡での主力メンバー

による合宿が行われました。東京に帰ってきてからも

実力ある大学や社会人のチームとのオープン戦を行

い、目前に控えた春季リーグ戦に向けて着実に力を蓄

えていきました。 

[福岡合宿の様子] 

2016年総まとめ 



4 月～APR～ 5 月～MAY～ 

春季リーグ戦が開幕。開幕戦では宮台投手(3 年・湘南)

の好投があったものの悔しいサヨナラ完封負けを喫

する悔しいスタートとなりましたが、桐生内野手(4

年・西)がベストナインを獲る活躍もあり、東大は 2004

年の春季シーズン以来、12 年ぶりのシーズン 3 勝を

収めました！ 

 

 
[(上) 対立教大学 1 回戦 試合前の円陣の様子] 

[(下) ベストナインを獲得した桐生内野手] 

 

6 月～JUN～ 

春季リーグ戦のオフ期間を挟み、再び秋季リーグ戦に

向けた練習が再開。そして、4 連覇をかけて挑んだ国

公立戦を迎えましたが、初戦の首都大学東京戦で敗れ、

1 回戦での敗退という結果になりました。 

 

 

 

 

 

7 月～JUL～ 

今年で4回目となりました韓国遠征の親善試合ではソ

ウル大学に勝利を収めたほか、日米大学野球選手権で

は宮台投手が第 3 戦に先発登板、桐生内野手、喜入捕

手(4 年・修猷館)が出場したハーレムベースボールウ

ィークでは準優勝を飾るなど、行事が盛りだくさんの

1 ヶ月でした。 

 

 

[(上) 対ソウル大学戦試合前の整列の様子] 

[(下) 京大定期戦、閉会式の様子] 

 

8 月～AUG～ 

夏季合宿は昨年同様、室蘭新日鐵住金球場で開催され、

選手たちは約 1 週間、涼しい気候のもと練習に励みま

した。また、東大球場で開催されました七大戦では下

級生ピッチャーの好投も光り 3 連覇を収め、同じく東

大球場で行われた京大定期戦でも勝利を掴みました。

その他、夏季オープン戦も多く経験し、秋季リーグ戦

に向けて実戦を積みました。 

 

 



[室蘭での合宿の様子] 

 

9 月～SEP～ 10 月～OCT～ 

秋季リーグ戦が開幕。投打が噛み合わず勝ち星が遠の

く試合が続きました。ですが、対立教大学 1 回戦では

延長の末に激しい接戦を制し見事勝利！最下位脱出

に向け大事なカードとなった最終カード対法政大学

戦は 2 連敗、秋季シーズンは 1 勝にとどまり、春季に

果たせなかった最下位脱出、勝ち点奪取を達成するこ

とができませんでした。 

[秋季リーグ戦で活躍した下雅意外野手] 

 

11 月～NOV～ 

明治神宮外苑創建 90 年を記念した奉納試合が神宮球

場にて開催され、弊部からは三木投手(4 年・県立多摩)、

下雅意外野手(4 年・甲陽学院)、田口内野手(3 年・西

大和学園)の 3 選手が選出され出場しました。また、オ

フ期間明けには新体制の発表、そして新チームでの練

習も始まり、新たなスタートを切りました。 

 

[新体制初練習の様子] 

 

12 月～DEC～ 

新体制がスタートしてから約 2 ヶ月、黙々と練習に励

む日々を送りました。12 月 23 日には練習納めを迎え、

これをもちまして 2016 年の東大野球部の活動は終了

いたしました。 

 

[12 月の晴れ空の下、練習に励む選手と球場から見え

る東京スカイツリー] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 今回の特集はいかがでしたでしょうか。 

次回は「新年のごあいさつ」というテーマで、主

将、副将に 2017 年の抱負や決意を語ってもらいま

す。どうぞお楽しみに！ 

また、本年も東大野球部メールマガジンをご愛読

いただき誠にありがとうございました。来年も皆様

に楽しんでいただける内容をお届けできるよう、励

んで参ります。 

皆様どうぞ良いお年をお迎え下さい。 

 

 

編集後記 


